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伊
豆
の
国
市
田
方
福
祉
村
に
拠
点
を
置

く
ぬ
く
も
り
の
里
は
令
和
６
年
度
、
開
設

満
30
歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
同
時
に
関
連
施
設
で
あ
る
プ
レ
ー
ゲ

お
お
ひ
と
は
10
周
年
、
障
が
い
施
設
あ
お

ば
の
家
、
も
く
せ
い
苑
は
そ
れ
ぞ
れ
28
周

年
、
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
時
の
流
れ

の
速
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
と
と
も
に

こ
れ
ま
で
の
苦
難
・
労
苦
・
喜
び
な
ど
が

思
い
出
さ
れ
、
自
省
の
念
も
ま
た
沸
き
起

こ
っ
て
き
ま
す
。
石
川
現
理
事
長
が
初
代

施
設
長
と
し
て
ぬ
く
も
り
の
里
を
立
上
げ

基
礎
を
築
き
、
以
来
増
床
や
新
た
な
高
齢

者
及
び
障
が
い
施
設
の
建
設
を
経
て
開
設

当
初
の
職
員
数
50
名
足
ら
ず
か
ら
今
や

2
0
0
名
と
実
に
4
倍
と
な
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
理
事
長
始
め
法
人
及
び
行
政

関
係
各
位
の
ご
指
導
、
利
用
者
ご
家
族
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
と
同
時
に
現
場
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て

き
て
く
れ
た
職
員
の
懸
命
な
努
力
に
感
謝

と
称
賛
を
送
る
次
第
で
す
。

　

開
設
よ
り
今
日
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
追
い
風
、
向
か
い
風
吹
く
中
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

先
は
先
見
の
明
を
持
ち
、
場
当
た
り
的
で

な
く
計
画
的
事
業
遂
行
と
賢
明
な
判
断
、

し
か
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
で
き
る
良
い

意
味
で
の
変
わ
り
身
の
早
さ
も
必
要
か
と

思
い
ま
す
。
賃
上
げ
、
物
価
高
へ
の
対
応
、

経
営
安
定
、
介
護
現
場
の
人
材
不
足
解
消

や
処
遇
改
善
な
ど
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
、

課
題
は
山
積
し
て
お
り
問
題
解
決
へ
の
道

は
険
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
す
が
私
た
ち
は
愚
痴

や
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、

他
力
本
願
な
ら
ぬ
自
力
本
願
で
自
分
た
ち

が
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
成
す

べ
き
こ
と
と
し
て
成
し
、
基
本
で
あ
る
質

の
高
い
介
護
力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
な

が
ら
今
後
の
新
た
な
事
業
展
開
、
虐
待
・

事
故
防
止
、
人
材
の
確
保
・
育
成
、
A
I
・

I
C
T
化
の
推
進
、
生
産
性
の
向
上
そ
し

て
地
域
へ
の
貢
献
も
忘
れ
ず
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ぬ
く
も
り
の
里
は
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
先
人
た
ち
の
築
い
て
き
た
尊
い
財
産

を
守
り
つ
つ
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
知

識
・
技
術
、
経
験
、
信
頼
、
介
護
力
を
生

か
し
今
後
も
私
共
施
設
の
存
在
意
義
を
示

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

苦情・要望等受付状況報告

介護職員初任者研修 講座開講のお知らせ
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第28回第28回「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の

〜
デ
イ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

　

○
○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
〜

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園

「
入
居
者
・
職
員
と
も
に

安
全
で
安
心
で
あ
る
こ
と
」

　

〜
プ
ラ
ス
ご
家
族
も

プ
レ
ー
ゲ
あ
し
た
か

「
簡
易
手
す
り
の
導
入
」

〜
夜
を
共
に
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

「
簡
易
手
す
り
の
導
入
」

〜
夜
を
共
に
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

「
簡
易
手
す
り
の
導
入
」

〜
夜
を
共
に
守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
〜

あ
し
た
か
ホ
ー
ム
短
期
入
所

+
作
業
療
法
士

あ
し
た
か
ホ
ー
ム
短
期
入
所

+
作
業
療
法
士

あ
し
た
か
ホ
ー
ム
短
期
入
所

+
作
業
療
法
士

合同職員研究発表会合同職員研究発表会合同職員研究発表会

社会福祉法人 春風会社会福祉法人 春風会社会福祉法人 春風会



利用者
の
安全
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「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の

　

交
流
を
通
じ
て
」

〜
デ
イ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

　

○
○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
〜

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の

〜
デ
イ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

　

○
○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
〜

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の

　

交
流
を
通
じ
て
」

〜
デ
イ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

　

○
○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
〜

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園

「
入
居
者
・
職
員
と
も
に

安
全
で
安
心
で
あ
る
こ
と
」

　

〜
プ
ラ
ス
ご
家
族
も

　
　
　
　
　
　

安
心
で
あ
る
こ
と
〜

「
入
居
者
・
職
員
と
も
に

安
全
で
安
心
で
あ
る
こ
と
」

　

〜
プ
ラ
ス
ご
家
族
も

「
入
居
者
・
職
員
と
も
に

安
全
で
安
心
で
あ
る
こ
と
」

　

〜
プ
ラ
ス
ご
家
族
も

　
　
　
　
　
　

安
心
で
あ
る
こ
と
〜

プ
レ
ー
ゲ
あ
し
た
か

プ
レ
ー
ゲ
あ
し
た
か

プ
レ
ー
ゲ
あ
し
た
か

〜〜〜

合同職員研究発表会



30年勤続表彰者30年勤続表彰者
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令和７年度
社会福祉法人春風会
新規採用職員辞令交付式

令和７年度令和７年度
社会福祉法人春風会
新規採用職員辞令交付式

新たな仲間たちを迎えて新たな仲間たちを迎新たな仲間たちを迎えて
用新規採用職員

新規採用された皆さんへ新規採用された皆さんへ新規採用された皆さんへ
社会福祉法人春風会 理事長 石川　三義社会福祉法人春風会 理事長　石川　三義社会福祉法人春風会 理事長 石川　三義

令和７年度  特別表彰・永年勤続表彰令和７年度  特別表彰・永年勤続表彰

内田　雅史（あしたかホーム）
市川真由美（あしたかホーム）
大橋　絹子（あしたかホーム通所）
佐々木英助（あしたかホーム通所）
植松　千恵（あしたかホーム通所）
伊藤　真紀（プレーゲあしたか）
竹田　　陽（プレーゲあしたか）
三澤　圭司（伊豆中央ケアセンター）
勝又智恵子（伊豆中央ケア通所）
原　　祐樹（伊豆中央ケア通所）
安田　恵美（伊豆中央ケア訪問）
真田　直美（伊豆中央ケア訪問）
飯田　志美（ふれあい通所）
秋山由季子（ふれあい通所）
鈴木　尚子（ふれあい通所）
石野　弘美（修善寺包括）
後藤　雅一（ぬくもりの里）
谷村　美穂（ぬくもりの里）
木内　円香（ぬくもりの里）
足立　尚美（ぬくもりの里）

西尾けい子（ぬくもりの里）
渡邉　早苗（プレーゲおおひと）
神藏　　操（プレーゲおおひと）
木村　幸子（プレーゲおおひと）
岡田きよみ（プレーゲおおひと通所）
芦川　彩香（プレーゲおおひと通所）
菅尾佐知子（あおばの家）
小野田栄子（もくせい苑）
橋本　結花（みはるの丘浮島）
曽根　弘美（みはるの丘浮島）
笠間　由香（みはるの丘浮島通所）
横田　幸子（みはるの丘浮島通所）
大河　達也（みはるの丘浮島居宅）
山田　知美（沼津市立高尾園）
石川　　迅（法人本部）

高本　幸子（はら通所）
小野由利子（あしたか訪問）
山田　美子（伊豆中央ケアセンター）
仁科　真穂（伊豆中央ケアセンター）
佐々木幸子（天城通所）
杉山　正彦（修善寺包括）
増田　えみ（ぬくもりの里）
久代　　円（プレーゲおおひと）
落合　温子（あおばの家）
井川　瑞樹（もくせい苑）
石戸　君江（サポートセンター絆）
工藤　英治（みはるの丘浮島通所）

20年勤続表彰者20年勤続表彰者

飯田　　忠（ぬくもりの里）

藤原美知子（みはるの丘浮島）

佐藤　知子（伊豆中央ケアセンター）

石川久美子（あおばの家）

10年勤続表彰者10年勤続表彰者

新施設長の紹介
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新たな仲間たちを迎
新規採用された皆さんへ
社会福祉法人春風会 理事長　石川　三義

あまぎ認定こども園

園長　飯田　澄雄

あまぎ認定こども園

園長　飯田　澄雄

　不思議な縁に導かれて、
この 4 月よりあまぎ認定こ
ども園長となりました飯田澄
雄と申します。どうぞよろしく

お願いします。今までの義務教育 38 年間、公
立園 3 年間の経験を、春風会の皆様からご協力
いただきながら十分に生かせるよう励んでいきた
いと思います。
　本園の強みは、自然豊かな環境のもと、天城
デイサービスとプラムが一体となった複合施設と
いう点にあります。この強みを基にして、保護者
や本園職員を含めた「チームあまぎこども園」と
してスクラムを組み、インクルーシブ教育、園児
の心の豊かさ（道徳心）の育成、確かな人権意
識の確立を目標に全職員一丸となって取り組んで
いきます。

プレーゲおおひと

施設長　大島　健司

プレーゲおおひと

施設長　大島　健司

　27 年前、ぬくもりの里
板垣前施設長より「君は将
来春風会の幹部になれ」と
私に何度か話されました。

「はい。なれるよう努力します！」と約束したこと
を今でも覚えています。
　その約束は何とか果たせましたが、今思えば
その位の気持ちで仕事に臨めとのメッセージだっ
たと思います。未経験から介護の仕事をスタート
し先輩から多くの教えをいただき、ここまで支え
ていただいたと痛感しています。プレーゲおおひ
と施設長という重責と向き合い、これからも日々 感
謝の気持ちを忘れずに職員一丸となってご利用者、
ご家族の想いに寄り添った施設を目指していきま
す。
　どうぞよろしくお願いいたします。

あまぎ認定こども園あまぎ認定こども園 プレーゲおおひとプレーゲおおひと

新施設長の紹介新施設長の紹介新施設長の紹介 春風会では令和７年４月の組織改革に
より２名の新施設長が赴任しました。
春風会では令和７年４月の組織改革に
より２名の新施設長が赴任しました。

静
岡
県
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
定
技
能
現
地

合
同
面
接
に
参
加
し
て

あ
し
た
か
ホ
ー
ム　

深
沢
康
久
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令和 6年 10月 ～ 令和 7年 7月

39 事業所　　　　延べ人数　　3,227 名　　　　回収率 76.9％

対象サービス

特別養護老人ホーム（地域密着型含む）

短期入所生活介護（介護予防含む）

通所介護（介護予防・認知症型含む）

訪問介護（障害事業含む）

居宅介護支援・介護予防支援事業所

小規模多機能型居宅介護支援

生活介護・就労継続支援

事業所数

6

5

8

4

10

2

4

配布数

364名

242名

705名

308名

1,444名

44名

120名

回収率

74.2%

62.8%

81.4%

94.5%

72.8%

86.4%

89.2%

特徴的内容

終末期介護について

荷物の紛失について

取り組みたい活動

災害時に困ること

ケアプラン作成に意見の反映について

通い・泊り・訪問サービス頻度

利用日数・曜日・時間帯について

実施期間

アンケート方式：郵送または直接配布したアンケートに無記名で
記入していただき、郵送または手渡しで回収

調査方法

対象サービス・人数
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令
和
７
年
度
、
社
会
福
祉
法

人
春
風
会
は
法
人
創
設
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
今
回
、
50
周
年

を
機
に
、
法
人
福
祉
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
利
用
者
視
点

か
ら
も
う
一
度
見
直
し
、
次
の

半
世
紀
に
向
け
て
前
進
す
る
た

め
に
、
20
年
ぶ
り
に
法
人
の
全

利
用
者
（
高
齢
者
・
障
害
児
者

等
）
を
対
象
に
し
た
『
顧
客
満

足
度
調
査
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

回
収
率
は
、
施
設
・
事
業
所

ご
と
に
若
干
の
差
が
あ
り
ま
す

が
、
概
ね
85
％
台
の
高
い
回
収

率
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
利

用
者
・
家
族
か
ら
回
答
・
協
力

い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
「
満
足

度
調
査
」
の
結
果
は
、
法
人
の

各
施
設
・
事
業
所
ご
と
に
職
員

会
議
・
研
修
の
資
料
と
し
て
活

用
し
な
が
ら
、
今
後
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
・
改
善
、

創
意
工
夫
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
の
調
査
項
目
と
し

て
は
、「
当
施
設
を
選
ん
だ
理
由
は
」
、

「
事
務
窓
口
職
員
、
介
護
職
員
、
看

護
職
員
等
の
対
応
に
つ
い
て
」
、「
食

事
内
容
」
、
「
リ
ハ
ビ
リ
は
」
、
「
生

活
援
助
全
般
」
、
「
理
髪
美
容
の
状

況
」
、
「
苦
情
・
要
望
に
対
し
て
の

施
設
の
対
応
」
、
「
面
会
で
の
施
設

の
対
応
」
、
「
終
末
期
介
護
へ
の
取

り
組
み
」
な
ど
が
あ
り
、
全
部
で

31
項
目
に
及
ん
で
い
ま
す
。
法
人
は
、

開
所
時
か
ら
特
養
ホ
ー
ム
で
最
期

ま
で
の
看
取
り
介
護
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
「
終
末
期
介

護
の
説
明
が
未
だ
分
か
り
に
く
い
」

と
い
う
回
答
が
２
割
近
く
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

入
所
時
や
定
期
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
時
に
、
調
査
結
果
を
参
照

に
し
て
丁
寧
に
説
明
し
て
少
し
で

も
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
様
に
各

施
設
は
調
査
項
目
ご
と
に
改
善
策
・

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

サービスについて全体的に満足していますか？
（全事業所集計）

　

今
回
の
調
査
で
特
養
ホ
ー
ム
の

サ
ー
ビ
ス
全
体
の
満
足
度
は
、
法

人
全
体
は
91･

６
％
、
あ
し
た
か

ホ
ー
ム
は
95･

８
％
、
プ
レ
ー
ゲ
あ

し
た
か
は
１
０
０
％
と
高
い
満
足

度
を
い
た
だ
き
、
例
え
ば
「
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
が
明
る
く
笑
顔
で
挨
拶

を
し
て
く
れ
る
。
雰
囲
気
も
と
て

も
明
る
く
、
こ
の
施
設
に
決
め
て

よ
か
っ
た
。」
な
ど
と
、
お
褒
め
の

言
葉
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

こ
れ
に
驕
る
こ
と
な
く
、
常
に
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら

も
信
頼
さ
れ
・
愛
さ
れ
る
施
設
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
が
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
に
現

場
で
働
く
介
護
職
員
・
看
護
職
員

の
方
々
が
自
信
と
誇
り
を
感
じ
、

更
な
る
遣
り
甲
斐
を
確
証
で
き
た

こ
と
は
、
何
よ
り
の
成
果
で
あ
り

ま
し
た
。

　

調
査
結
果
で
い
た
だ
い
い
た
資

料
は
、
今
後
の
法
人
運
営
の
貴
重

な
資
産
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
、
御
協

力
い
た
だ
い
た
ご
家
族
・
利
用
者

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
理
事
長　

石
川
三
義
）

全体的な満足度結果

満足している

91％

不満足である

どちらでもない

わからない

統一した調査項目
①当事業所を選んだ理由
②サービス利用後の変化について
③職員の応対・態度・ことば使い
について

④事業所の雰囲気について
⑤全体的な満足度について

今後、対象サ ビス別に調査結果等を結果ス別に調査結果等を今後、対象サ ビス別に調査結果等を結果査結に調 果調査結今後今後、対象サ ビビービ 別ス別 調に調査結果等果等をを結果ビス別ス別に調に調査結査結 等果等果等をを果今後今後今後今後 ス別に 結結 等果等果等果等等をををを調査結査査 果結結果調査査査査
ご報告させていただきます。ご報告させていただきますご ただきます。ご報告させ ます。すすすすすす。す
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働く人の満足度
調査報告

働く人の満足度
調査報告

働く人の満足度働く人の満足度
査報告調査報告

社会福祉法人春風会

6.0%

39.4%

22.9%

22.4%

7.6% 1.7%6.1%

26.1%

33.1%

21.3%

7.6% 3.6% 2.2%

69.1%

25.4%

5.5%

38.5%

31.8%

29.7%
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とととととととととととととと

あ
し
た
か
ホ
ー
ム
巡
回
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と

プ
レ
ー
ゲ
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
現
況
報
告
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「
遠
足
は
パ
パ
と
マ
マ
と
行
く
」「
私

は
マ
マ
と
お
弁
当
作
る
の
」
親
子
遠

足
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
当
日
を
楽
し
み

に
す
る
声
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、
保
育
者
が
行
き
先
の
マ
ッ
プ

を
保
育
室
に
拡
大
し
て
掲
示
、
空
き

箱
や
画
用
紙
な
ど
様
々
な
素
材
を

使
っ
て
お
弁
当
を
制
作
し
、
遠
足
が

さ
ら
に
楽
し
み
に
な
る
よ
う
に
工
夫
し

て
き
た
の
で
す
。
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら

子
ど
も
達
と
親
子
遠
足
を
意
識
し
た

会
話
を
楽
し
む
姿
も
た
く
さ
ん
も
ち

ま
し
た
。

　

親
子
遠
足
当
日
、
親
子
で
入
場

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
る
姿
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
。
ま
ず
は
、
ク
ラ
ス
毎
で
自
己
紹

介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
三
歳
児
ク

ラ
ス
で
は
お
子
さ
ん
の
好
き
な
と
こ
ろ

を
保
護
者
に
発
表
し
て
も
ら
い
「
可

愛
い
笑
顔
」「
園
で
は
恥
ず
か
し
が
り

や
で
も
家
で
は
活
発
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
な

ど
、
愛
お
し
さ
伝
わ
る
コ
メ
ン
ト
で
、

親
子
で
微
笑
む
様
子
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
し
た
。
記
念
写
真
を
撮
影
し

た
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
。
お
も
し

ろ
自
転
車
で
は
、
子
ど
も
を
乗
せ
、

「
も
っ
と
早
く
！
」
と
せ
が
ま
れ
少
々

疲
れ
て
い
る
保
護
者
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
友
達
と
乗
り
た
い
」
と
言

わ
れ
れ
ば
三
人
を
乗
せ
、
張
り
切
る

保
護
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
お
母
さ
ん
と

二
人
で
乗
ろ
う
と
し
た
子
に
「
お
父

さ
ん
も
乗
ろ
う
よ
」
と
誘
わ
れ
、
可

愛
ら
し
い
馬
車
に
照
れ
な
が
ら
乗
る

お
父
さ
ん
の
姿
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で

す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
後

は
、
お
楽
し
み
の
お
弁
当
！
休
憩
所

に
参
加
者
全
員
が
集
ま
り
、
ク
ラ
ス

ご
と
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
お
弁
当
を
食
べ

ま
し
た
。
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
方
々

も
い
て
、
子
ど
も
達
が
保
護
者
同
士

の
会
話
の
架
け
橋
に
な
る
場
面
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

帰
り
が
け
、
ラ
ム
ネ
を
落
と
し
た

子
ど
も
に
「
あ
り
さ
ん
が
喜
ぶ
ね
」

と
話
す
お
母
さ
ん
。
そ
の
子
も
「
あ

り
さ
ん
と
半
分
こ
だ
ね
」
と
話
し
か
け
、

優
し
さ
溢
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

鮎の放流鮎の放流鮎の放流

あまぎ認定こども園あまぎ認定こども園

なかいず認定こども園なかいず認定こども園

親子遠足親子遠足親子遠足

　

な
か
い
ず
認
定
こ
ど
も
園
で
は
毎

年
、
年
長
児
が
民
生
委
員
さ
ん
の
計

ら
い
で
、
地
域
の
漁
協
組
合
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
鮎
の
稚
魚

の
放
流
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
放
流
体
験
が
で
き
る
と
い
う
事

で
、
子
ど
も
た
ち
は
事
前
に
図
鑑
で

鮎
の
事
を
調
べ
た
り
、
予
想
を
立
て

た
り
と
、
こ
の
体
験
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

計
画
し
た
日
は
残
念
な
が
ら
雨
が

降
っ
て
延
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
残
念
な
思
い
を

持
ち
つ
つ
も
、「
な
ん
で
雨
が
降
っ
た

次
の
日
じ
ゃ
な
く
て
、
次
の
次
の
日
に

や
る
ん
だ
ろ
う
？
」「
次
の
日
じ
ゃ
ダ

メ
な
の
？
」
と
新
た
な
疑
問
を
も
ち

始
め
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え
、
子

ど
も
た
ち
な
り
の
答
え
を
出
し
、
漁

協
組
合
の
方
た
ち
に
答
え
を
聞
い
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
楽
し

み
に
し
て
い
た
体
験
の
日
、

民
生
委
員
さ
ん
や
漁
協
組

合
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
稚
魚
を
両
手
で
優

し
く
す
く
い
、
放
流
を
し

て
い
ま
し
た
。「
ぬ
る
ぬ
る

し
て
る
」「
つ
る
つ
る
し
て

る
よ
」「
黒
い
色
だ
け
ど
お

腹
は
白
い
よ
」「
背
中
に
金

色
が
あ
る
」
な
ど
、
実
際
に
触
る
事

で
稚
魚
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

事
前
に
調
べ
た
こ
と
や
聞
い
て
み
た
い

こ
と
を
漁
協
組
合
の
方
た
ち
に
質
問

す
る
と
、
と
て
も
丁
寧
に
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の
体
験
を
通

し
て
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
周

り
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
る
事
を
知

り
、
そ
の
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
な
り

に
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ

で
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の

交
流
を
大
切
に
し
、
地
元
を
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
も
つ
子
が

多
く
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労
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鮎の放流

親子遠足
課 外 就 労 働活

も
く
せ
い
苑

も
く
せ
い
苑

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

プ
ラ
ム

プ
ラ
ム

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労

地
域
と
つ
な
が
る
施
設
外
就
労
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地域交流平沼サロン in 浮島保育園苦情・要望等受付状況報告苦情・要望等受付状況報告苦情・要望等受付状況報告

介護職員初任者研修 講座開講のお知らせ介護職員初任者研修 講座開講のお知らせ介護職員初任者研修 講座開講のお知らせ

令和
６年度

社会福祉法人

春風会

コミュニケーションこそが
一番大事！！
コミュニケーションこそが
一番大事！！
コミュニケーションこそが
一番大事！！

沼津
地区

伊豆
地区
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